
建設産業

わが国における土木技術の１００年、そして未来へ
　
明
治
維
新
と
と
も
に
幕
を
開
け
た
日
本
の
近
代
土
木
事
業
は
治
水
、
砂
防
、

港
湾
、
鉄
道
に
始
ま
り
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
、
ダ
ム
、
堤
防
、
防
波
堤
技
術

き
ょ
う
り
ょ
う

の
進
歩
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
外
の
海
上
交
通
、
鉄
道
・
道
路
交

通
、
航
空
、
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
、
災
害
軽
減
、
上
下
水
道
な
ど
に
飛

躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
、
国
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
今

後
、
高
齢
化
、
地
球
環
境
問
題
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
解
決
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
礎
を
築
く
た
め
に
、
土
木
技
術
の
さ
ら
な
る
進
歩
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
時
代
鉄
道
開
業
、
社
会
発
展
進
む

黒部第四ダム

地下鉄　上野停車場入口

明石海峡大橋

国
土
の
あ
り
方
明
確
に
未
来
社
会
の
課
題

大
正
期
か
ら
戦
前
産
業
基
盤
の
構
築

戦
後
生
活
水
準
の
向
上

土
木
学
会
会
長
磯
部
　
雅
彦

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ８月２１日 木曜日 　　

　
遠
く
先
史
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
わ
が
国
の
土
木
は
、
明

治
初
期
に
お
雇
い
外
国
人
の

指
導
と
、
欧
米
へ
の
留
学
か

ら
帰
っ
た
人
々
の
先
導
に
よ

り
近
代
土
木
技
術
の
幕
を
開

け
た
。
初
期
の
土
木
事
業
の

中
心
は
治
水
、
砂
防
、
港

湾
、
鉄
道
で
あ
っ
た
。

　
初
め
て
鉄
道
が
新
橋
―
横

浜
駅
間
で
正
式
開
業
し
た
の

は
１
８
７
２
年
で
あ
る
。
鉄

道
の
敷
設
は
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
技
術
の
進
歩
を
も
た
ら
し

た
。
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
は
欧

米
技
術
と
日
本
伝
来
技
術
を

融
合
さ
せ
た
初
の
本
格
的
な

山
岳
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
い

に
し
え
の
時
代
か
ら
歌
に
詠

ま
れ
た
逢
坂
の
関
を
越
え

て
、
西
日
本
に
つ
な
が
る
京

都
と
、
琵
琶
湖
地
域
を
経
て

東
日
本
や
日
本
海
に
つ
な
が

る
大
津
を
結
ん
だ
。
そ
し

て
、

年
に
は
新
橋
―
神
戸

駅
間
の
東
海
道
線
が
完
成
す

る
な
ど
、
鉄
道
技
術
が
日
本

の
土
木
技
術
と
し
て
発
達

し
、
社
会
の
発
展
を
切
り
開

い
た
。

　
明
治
中
期
に
は
、
田
邊
朔

郎
が
卒
業
論
文
で
取
り
組

み
、
自
ら
そ
の
建
設
に
あ
た

っ
た
琵
琶
湖
疏
水
が
完
成
し

た
。
こ
れ
は
灌

、
上
水

か
ん
が
い

道
、
工
業
用
水
道
、
舟
運
、

水
力
発
電
と
い
う
多
目
的
の

水
系
総
合
開
発
の
は
し
り
と

な
る
。

　
港
湾
建
設
も
近
代
土
木
の

幕
開
け
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な

い
。
特
に
、
近
代
港
湾
の
先

駆
け
と
な
る
小
樽
港
で
は
、

１
９
０
８
年
に
完
成
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
防
波
堤
が
現

在
で
も
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
土
木
技
術
と
土

木
事
業
の
発
展
を
支
え
る
学

会
組
織
と
し
て
、
工
学
会
を

前
身
と
し
て

年
に
設
立
さ

れ
た
土
木
学
会
が
今
年
で
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　
大
正
時
代
に
入
っ
て
も
明

治
時
代
の
土
木
事
業
が
継
承

さ
れ
た
。
信
濃
川
の
放
水
路

を
開
削
す
る
大
河
津
分
水
事

業
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
に

わ
た
り
、

年
に
完
成
し

た
。
こ
れ
は
新
潟
平
野
を
洪

水
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
穀

倉
地
帯
と
し
て
生
産
性
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
た
。
ま

た
、
鉄
道
建
設
で
は
丹
那
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
が
行
わ
れ
、

年
の
完
成
に
つ
な
げ
た
。

　
そ
し
て
、
大
正
時
代
を
画

す
る
で
き
ご
と
が

年
の
関

東
大
震
災
で
あ
る
。
大
き
な

犠
牲
の
上
で
、
こ
の
復
興
事

業
に
よ
り
、
都
市
計
画
や
交

通
関
連
技
術
が
向
上
し
た
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

隅
田
川
に
架
設
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
形
式
の
橋
梁
や
、

年
に
着
手
さ
れ
日
本
初
と
な

る
浅
草
―
上
野
間
の
地
下
鉄

を
は
じ
め
、
道
路
舗
装
な
ど

の
技
術
が
こ
の
時
期
に
発
展

し
た
。

　
昭
和
期
に
入
り
戦
前
ま
で

は
世
界
恐
慌
の
影
響
を
被
り

な
が
ら
も
、
戦
後
復
興
か
ら

高
度
成
長
期
に
花
開
く
、
新

幹
線
、
臨
海
工
業
地
帯
の
造

成
、
高
速
道
路
、
堀
込
港
湾

な
ど
の
高
い
技
術
の
原
型
も

し
く
は
素
地
が
培
わ
れ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
北
部
の
水
豊
ダ

ム
に
よ
る
電
源
開
発
事
業
を

は
じ
め
と
し
て
、
朝
鮮
、
満

州
、
台
湾
な
ど
で
多
く
の
土

木
事
業
が
行
わ
れ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
時
期
の
土
木
事
業

の
主
流
は
、
明
治
以
来
の
殖

産
興
業
・
富
国
強
兵
政
策
を

支
え
、
産
業
基
盤
を
育
成
す

る
も
の
で
あ
り
、
上
下
水
道

や
一
般
道
路
な
ど
の
国
民
の

生
活
に
直
接
関
わ
る
も
の
は

遅
れ
て
い
た
。

　
戦
後
に
な
っ
て
最
初
に
着

手
さ
れ
た
土
木
事
業
は
連
合

国
軍
の
た
め
の
設
営
土
木
工

事
で
、
整
地
、
造
園
、
道

路
、
上
下
水
道
、
港
湾
、
鉄

道
、
飛
行
場
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
要
望
に
迅
速
に
応
え
る
と

い
う
貢
献
を
果
た
し
た
。
同

時
に
、

年
の
南
海
地
震
や

年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、

年
の
福
井
地
震
、

年
の

台
風

号
な
ど
、
戦
後
の
短

期
間
に
集
中
的
に
自
然
災
害

を
被
っ
た
。
こ
れ
を
背
景

に
、
多
目
的
ダ
ム
方
式
が
採

用
さ
れ
、
ま
た
こ
の
時
期
に

は
佐
久
間
・
奥
只
見
・
田
子

倉
ダ
ム
に
よ
る
電
源
開
発
が

進
ん
だ
。
そ
し
て
、
市
街
地

整
理
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に
、
鉄
道
・
道
路
・
港
湾
な

ど
の
交
通
体
系
整
備
や
電
源

開
発
の
た
め
の
制
度
が
で
き

た
。

　

年
の
経
済
白
書
で
は

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
表
明
さ
れ
、
高
度
成
長
期

を
迎
え
る
。
同
年
に
竣
工

し
ゅ
ん
こ
う

し
た
佐
久
間
ダ
ム
は
施
工
の

機
械
化
に
よ
る
工
事
の
迅
速

化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
ま

た
、
地
震
、
破
砕
帯
、
断
層

と
い
っ
た
わ
が
国
の
厳
し
い

自
然
条
件
を
克
服
す
る
た
め

の
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。
そ
し
て
、

年
に
完
成

し
た
黒
部
第
四
ダ
ム
は
、
規

模
と
困
難
さ
か
ら
世
紀
の
大

事
業
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

　

年
代
後
半
以
降
、
土
木

事
業
は
日
本
の
高
度
成
長
を

支
え
て
き
た
。
特
に
、

年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

標
と
し
て
、
東
海
道
新
幹

線
、
首
都
高
速
道
路
、
地
下

鉄
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
そ
の

後
も
山
陽
新
幹
線
、
東
名
高

速
道
路
の
全
線
開
通
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

は
わ
が
国
の
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
、
多
く
の
事
業

が
先
送
り
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
中
で
も
、

年
に
は
、

山
陽
新
幹
線
新
関
門
ト
ン
ネ

ル
、
お
よ
び
中
央
自
動
車
道

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し

た
。
ま
た
、

年
に
は
わ
が

国
初
の
１
０
０
万

を
超

え
る
大
飯
原
子
力
発
電
所
が

完
成
し
、

年
に
は
高
瀬
ダ

ム
と
、
出
力
１
２
８
万

の
揚
水
発
電
所
で
あ
る
新
高

瀬
川
水
力
発
電
所
が
完
成
し

た
。

年
に
は
東
北
新
幹

線
、
上
越
新
幹
線
が
開
通

し
、

年
に
は
青
函
ト
ン
ネ

ル
と
瀬
戸
大
橋
の
竣
工
に
よ

り
、
鉄
道
に
よ
る
四
島
の
連

絡
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
平
成
に
な
っ
て
か
ら
、

年
に
は
関
西
国
際
空
港
、
２

０
０
５
年
に
は
中
部
国
際
空

港
が
開
港
し
た
。
ま
た
、
１

９
９
９
年
の
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
の
開
通
に
よ
り
、
本

州
と
四
国
を
結
ぶ
３
ル
ー
ト

が
完
成
し
た
。
新
幹
線
網

も
、

年
に
高
崎
―
長
野
間

の
北
陸
新
幹
線
、
２
０
０
２

年
に
盛
岡
―
八
戸
間
の
東
北

新
幹
線
、

年
に
は
博
多
―

鹿
児
島
中
央
間
の
九
州
新
幹

線
が
開
通
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
基
盤
施
設

は
、
今
日
の
わ
が
国
の
産
業

と
国
民
の
生
活
を
支
え
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
維

持
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
地

球
規
模
の
環
境
問
題
が
現
実

的
問
題
と
し
て
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

年
の
東

日
本
大
震
災
を
契
機
と
し

て
、
災
害
に
対
す
る
社
会
の

安
全
・
安
心
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
喫
緊
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
経
済
活
動
と
生
活
の
水

準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

土
木
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
努

力
し
、
よ
り
高
く
広
角
度
の

視
点
か
ら
社
会
を
捉
え
直

し
、
的
確
な
活
動
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
当
分
の
間
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
す

る
世
界
全
体
と
し
て
の
人
口

増
加
の
中
で
、
日
本
で
は
人

口
の
減
少
が
続
き
、

年
後

に
は

才
以
上
の
人
口
の
割

合
を
示
す
高
齢
化
率
が
３
分

の
１
を
超
え
る
。
適
切
な
経

済
を
維
持
す
る
の
に
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
生
産
効
率

の
向
上
、
健
康
維
持
や
女
性

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
環

境
整
備
が
課
題
と
な
る
。
ま

た
、
社
会
の
安
全
性
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
も
、
温
暖

化
と
い
う
よ
う
な
地
球
規
模

の
問
題
も
現
実
的
な
も
の
と

な
っ
た
。
温
暖
化
の
問
題

は
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

土
木
の
使
命
と
し
て
、
将
来

に
向
け
て
国
土
利
用
の
あ
り

方
を
示
し
、
国
土
の
姿
を
描

き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
人
類
の
重
大
な
岐
路

に
お
い
て
、
土
木
は
重
い
責

務
を
負
っ
て
お
り
、
無
数
に

あ
る
課
題
の
一
つ
ひ
と
つ
に

具
体
的
に
取
り
組
み
、
美
し

く
、
安
全
で
、
生
き
生
き
し

た
国
土
を
つ
く
り
、
持
続
可

能
な
社
会
の
礎
を
築
く
た
め

に
全
力
を
挙
げ
て
進
ん
で
行

く
必
要
が
あ
る
。


